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１．研究計画の概要 
 雄の動物は雌を性パートナーとして選択
し、雌の動物は雄を選ぶ。この性指向性を決
定している神経回路を探ることを目的とす
る。 
 
２．研究の進捗状況 
 雌ラットの扁桃体内側核を破壊してしま
うと性成熟した雄の匂いに対する選好性は
消失するのに対して、雄ラットの内側核ある
いは皮質核破壊は嗅覚選好性にほとんど影
響しない。しかし、内側核と皮質核を両方破
壊してしまうことによって雄の嗅覚選好性
も障害されることを示唆するデータが出つ
つあり、現在、これを確認すべく実験を行っ
ている。 
 
３．現在までの達成度 
 異性の匂いに対する嗅覚選好性にかかわ
る脳領域は、特に扁桃体において雄ラットと
雌ラットでまったく異なることがわかって
きた。一方、視索前野は、雌雄両選好性にか
かわっていることから、このような嗅覚選好
性の性差は扁桃体内側核・皮質核によって決
定され、視索前野に信号を送っているものと
考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は、扁桃体における嗅覚選好性の決定
因子を探っていく必要があるだろう。扁桃体
内側核および皮質核では、雄と雌でどのよう
な違いがあるのか、神経伝達物質や神経調節
物質の種類や量に性差があるのか、そしてそ
れらの差が周生期の性ステロイドによって
形成されているのかを実験的に検証してい

く必要がある。 
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